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2拓水705号（2015年７月）

表紙の言葉

　将来の漁業を担う人材育成を目指す大輪田塾は、平成
17年10月に開講し、この秋で10年を迎えます。７月４日（土）
には大輪田塾10周年記念式典が行われ、塾の修了生・在
塾生ほか、県・系統団体から多く方々が集まり、これまで
の塾の足跡を振り返るとともに、今後の活躍を誓いました。
　写真は、県内各地から式典に駆け付けた大輪田塾修了
生と在塾生です。
　修了生が一堂に会する場はこれまでなかったため、懇
親会では初対面同士が挨拶を交わす光景が会場のあちら
こちらで見られました。
　この日、大輪田塾ＯＢ会が設立され、これからは在塾
時はもちろん、修了後も同期の仲間との交流に加えて、
修了生同士のさらなる繋がりが生まれ、大輪田塾とともに
地域漁業の発展に寄与することが期待されています。

「大輪田塾10周年」（神戸市）

No.705   July. 2015

	 ２	 ようそろ
	 ３	 ２団体総会開催（ＪＦ兵庫信漁連・共済組合）
	 ４	 兵庫県ＪＦ共済推進本部通常総会	開催
	 	 兵庫県漁業信用基金協会通常総会	開催
	 	 （一財）兵庫県水産振興基金	役員選任
	 ５	 播磨地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
	 	 但馬地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
	 ６	 （一社）播磨漁友会通常総会	開催
	 	 兵庫県機船底曳網漁業協会通常総会	開催
	 ７	 淡路漁協職員協議会通常総会	開催
	 	 播磨地区漁協職員協議会通常総会	開催
	 	 県立水産技術センター見学会・研究発表会のご案内
	 ８	 大輪田塾10周年記念式典を開催
	 ９	 摂津播磨地区漁協青壮年部連合会	視察研修会を開催
	 	 サワラ稚魚の育成現場を視察
	 10	 第40回	兵庫県漁民物故者合同供養祭開催
	 	 シートクラブに淡路の生シラスが登場！
	 	 「西播磨フードセレクション	2015」開催！参加食品募集中!!
	 11	 大輪田塾だより
	 12	 海の事故ゼロキャンペーン
	 	 海難事故をなくそう
	 13	 兵庫JCC通信
	 14	 旬に想う
	 	 大輪田塾	第11期生	募集

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

若
か
り
し
頃
は
、
趣
味
を
聞
か
れ
る
と
テ
ニ
ス
、
ス
キ
ー
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
な
ど
と
答
え
た
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
何
一
つ
極
め
る
こ
と
も

な
く
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
、
い
た
く
反
省
す

る
限
り
で
す
。
話
題
に
で
き
る
よ
う
な
真
っ
直
ぐ
な
心
で
取
り
組
ん
で

い
る
趣
味
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
寄
稿
を
引
き
受
け
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
さ
ら
に
反
省
。

　

は
て
さ
て
何
を
綴
ろ
う
か
…
、
と
夜
も
眠
れ
ず
考
え
て
、
唯
一
15
年
以
上
続
い
て
い
る
バ
ン
コ
ク

視
察
研
修
（
？
）
で
見
て
き
た
、
タ
イ
の
水
産
事
情
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
タ
イ
で
魚
な
ん
て
食
べ
る
の
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
バ
ン
コ
ク
は
意
外
と
海

が
近
く
、
漁
港
や
市
場
を
見
に
行
く
と
、
タ
チ
ウ
オ
、
マ
ナ
ガ
ツ
オ
、
キ
ス
、
ア
サ
リ
、
カ
キ
な
ど

日
本
と
同
じ
よ
う
な
魚
介
類
が
た
く
さ
ん
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
法
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ま
き
網
か
と
思
わ
れ
る
漁
船
で
小
さ
な
ア
ジ
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
の
も
目
に
し
ま
し
た
。

　

街
中
に
は
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
の
店
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
エ
ビ
を
使
っ
た
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
が
有
名
で

す
が
、
魚
の
煮
付
け
の
よ
う
な
も
の
や
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
浮
き
袋
を
素
揚
げ
し
た
よ
う
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ス
キ
（
寄
せ
鍋
の
よ
う
な
も
の
）
の
具
材
と
し
て
、
エ
ビ
、
イ
カ
の

他
に
魚
の
す
り
身
も
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
は
基
本
的
に
親
日
の
国
で
、
日
本
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
物
や
シ
ス
テ

ム
を
た
く
さ
ん
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
回
転
寿
司
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
タ
イ
ス
キ
屋
が

あ
り
、
寿
司
の
代
わ
り
に
鍋
の
具
材
が
回
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
ハ
タ
ハ
タ
の
一
夜
干
し
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
沖
漬
け
や
イ
カ
の
塩
辛
な
ど
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
居
酒
屋
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
向
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
油
で

揚
げ
た
ノ
リ
（
原
料
は
中
国
産
の
安
い
物
か
と
思
わ
れ
ま
す
）
に
い
ろ
ん
な
味
付
け
を
し
て
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
と
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。（
ど
こ

か
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
か
も
）

　

と
、
15
年
以
上
視
察
し
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
何
も
仕
事
に
活
か
せ
て
い
な
い
こ

と
に
反
省
。
は
た
ま
た
、
タ
イ
語
が
全
く
話

せ
な
い
、
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
に
も
大
い
に

反
省
。

　

こ
の
先
何
年
視
察
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、“
よ
う
そ
ろ
”

な
ら
ぬ
“
よ
ろ
よ
ろ
”
な
寄
稿
に
反
省
し
つ

つ
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

半
世
紀
の
反
省
記
兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
水
産
課 

副
課
長　

長 

島　

  

浩
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連
、
兵
庫
県
漁
業
共
済
組

合
の
２
団
体
に
よ
る
合
同
総
会
が
、
６
月
26

日
（
金
） 

明
石
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
組
合
長
は
じ
め
県
・
系
統
団
体

の
関
係
者
な
ど
あ
わ
せ
て
約
80
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
主
催
者
挨
拶
、
来
賓
の
方
々
の

挨
拶
の
後
、
２
団
体
総
会
の
共
通
議
長
に
Ｊ

Ｆ
室
津
浦 

漣 

勝
也
組
合
長
が
選
任
さ
れ
、

両
団
体
か
ら
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連

　
挨
拶
に
立
っ
た
山
田
会
長
は
、
平
成
26
年

度
の
事
業
実
績
と
し
て
「
県
内
の
水
揚
状
況

が
全
体
と
し
て
好
調
で
あ
っ
た
た
め
、
貯
金

残
高
に
つ
い
て
は
目
標
を
大
き
く
上
回
る

６
９
４
億
円
と
な
っ
た
。
融
資
残
高
に
つ
い

て
は
、
設
備
投
資
が
難
し
い
状
況
の
中
で
は

あ
る
が
、
省
エ
ネ
機
器
等
導
入
推
進
事
業
に

よ
り
漁
業
近
代
化
資
金
に
つ
い
て
は
前
年
比

２
億
円
の
増
加
と
な
っ
た
。
収
支
状
況
に
つ

い
て
は
、
利
ざ
や
確
保
が
難
し
い
な
か
、
例

年
並
み
の
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。」

と
会
員
各
位
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
た
後
、
平

成
27
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
「
中
期

経
営
計
画
の
初
年
度
と
し
て
『
浜
の
暮
ら
し

を
守
る
信
頼
の
金
融
』
の
実
現
を
め
ざ
し
、

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
内
部

管
理
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

店
舗
機
能
の
再
構
築
を
す
す
め
、
広
域
化
に

つ
い
て
は
和
歌
山
県
信
漁
連
と
の
統
合
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
。」
と
話
さ
れ
、
本
年
度
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
を
上
回
る
実
績
と
な
る
よ
う
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
く
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
漁
業
共
済
組
合

　
川
越
組
合
長
は
挨
拶
で
、
ま
ず
、
平
成
26

年
度
は
共
済
組
合
が
創
設
さ
れ
て
50
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
お

礼
を
述
べ
、
ま
た
「
し
っ
か
り
加
入
で
安
心

経
営
」
を
標
題
と
し
た
新
全
国
運
動
の
初
年

度
と
し
て
加
入
推
進
に
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
、
加
入
計
画
及
び
前
年
を
上
回
る
実
績
を

上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
制
度
内
容
へ

の
理
解
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
や
県
・
市
町
か

ら
の
掛
金
助
成
等
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
た
結
果
だ
と
謝
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
後
も
「
ぎ
ょ
さ
い
」
の
普
遍
化
を

図
り
、
漁
業
経
営
の
安
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
は
、
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
を

は
じ
め
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
等
の
５
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
報
告
で
は
、
平
成
26
年
度
の
加
入
実

績
は
２
２
８
億
円
で
、
前
年
実
績
に
比
べ

５
億
円
上
回
る
結
果
と
な
り
、
支
払
関
係
で

は
、
県
内
の
漁
業
が
概
ね
順
調
で
あ
っ
た
た

め
、
前
年
度
よ
り
約
７
億
円
減
少
し
た
５
億

円
の
支
払
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
収
支
・
管

理
収
支
の
総
合
で
は
１
億
円
の
黒
字
を
計
上

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連
・

兵
庫
県
漁
業
共
済
組
合

平
成
 27 
年
度

 
２
団
体
総
会
が
開
催
さ
れ
る

兵庫県漁業共済組合 川越組合長理事

ＪＦ兵庫信漁連 山田代表理事会長
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
６
月
18
日
（
木
）
明
石
市
内
の
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進

本
部
の
平
成
27
年
度
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
戎
本 

裕
明
本
部

長（
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）が
挨
拶
を
行
い「
厳

し
い
漁
業
情
勢
の
中
、
１
年
間
推
進
活

動
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
漁
協
役
職
員

の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
ま
す
」
と
述
べ

た
後
、「
平
成
26
年
度
は
３
か
年
計
画

の
初
年
度
と
し
て
、
主
幹
共
済
で
あ
る

チ
ョ
コ
ー
の
保
有
契
約
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
を
第
一
義
に
位
置
付

け
て
推
進
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
保
有
契
約
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
情
勢
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て
県
水
産
課

小
林
課
長
、
共
水
連
本
所
宮
澤
常
務
、

共
栄
火
災
山
口
神
戸
支
店
長
が
順
次
祝
辞
を

述
べ
た
後
、
戎
本
本
部
長
が
議
長
と
な
っ
て

提
出
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
「
第
１
号
議
案 

平
成
26
年
度
活
動
報
告
に

つ
い
て
」、「
第
２
号
議
案 

平
成
27
年
度
活

動
計
画
に
つ
い
て
」
の
２
議
案
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
又
、
報
告
事
項
と
し
て
、
共
水
連
増
資
計

画
の
現
況
に
つ
い
て
磯
田
所
長
が
説
明
し
、

「
本
県
に
お
い
て
３
か
年
の
増
資
計
画
期
間

が
満
了
し
、
み
ご
と
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
の
賜
物
で
す
。心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
山
田
副
本
部
長
が
「
漁
業
者
へ

の
保
障
提
供
を
念
頭
に
お
い
て
、
更
な
る
普

及
拡
大
の
た
め
に
運
営
委
員
が
一
丸
と
な
っ

て
努
力
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
て
総

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協

会
は
、
６
月
18
日
（
木
）
に

明
石
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
平
成
27
年
度
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
会
員
並
び
に
関
係
団
体
よ

り
多
数
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可

決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
漁
業
者
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
よ
り
一
層
の

努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
格

別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　一般財団法人 兵庫県水産振興基金では、６月 15 日（月）の評議員会において 12 人の理事・監事が選任され
ました。６月 18 日（木）の理事会では互選により、理事長、副理事長、専務理事が決まりました。新役員は次
のとおりです。
　【理事長】山田 隆義（ＪＦ神戸市）【副理事長】東根 壽（ＪＦ淡路島岩屋）【専務理事】戸田 氏懿【理事】 
小林 孝司（県水産課長）、松本 力（ＪＦ高砂）、中村 利公（ＪＦ家島）、中川 照央（ＪＦ室津）、竹岡 千尋 

（ＪＦ洲本炬口）、森 義政（ＪＦ森）、田中 孝　（ＪＦ富島）、前田 若男（ＪＦ福良）、眞野 豊（ＪＦ但馬）【監事】
糸谷安一（ＪＦ兵庫）、中田 勝（ＪＦ津名） （順不同・敬称略）

兵庫県漁業信用基金協会

（一財）兵庫県水産振興基金
山田隆義理事長 再選される

平成27年度 通常総会を開催

平
成
27
年
度 

兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済

 

推
進
本
部
通
常
総
会
開
催

兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部

（
共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
）
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６
月
23
日
（
火
）、
Ｊ
Ｆ
但
馬 

柴
山
支
所
に
て
、
但
馬
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会
通
常

総
会
が
会
員
39
名
と
県
但
馬
水
産
事
務
所 

高
木 

英
男
所
長
、
Ｊ
Ｆ
但
馬 

眞
野 

豊
組
合
長
、

Ｊ
Ｆ
浜
坂 

川
越 

一
男
組
合
長
を
は
じ
め
10
名
の
来
賓
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
並
び
に
平
成
27
年
事
業
計
画
、
収
支
予
算
の
各
議

案
が
承
認
さ
れ
た
の
ち
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た

村
瀬 

季
代
子
会
長
は
「
特
に
子
供
の
世
代
へ
の
魚
食
普
及
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、８
名
の
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

以

下
、
敬
称
略)

会　
長
：
村
瀬
季
代
子
（
Ｊ
Ｆ
但
馬 

柴
山
）

副
会
長
：
木
下
真
由
美
（
Ｊ
Ｆ
但
馬 

津
居
山
）

　
　
　
　
川
越
三
江
（
Ｊ
Ｆ
浜
坂
）

理　
事
：
木
下
博
美
（
Ｊ
Ｆ
但
馬 

津
居
山
）

　
　
　
　
山
中
チ
エ
ミ
（
Ｊ
Ｆ
但
馬 

香
住
）

　
　
　
　
中
村
裕
江
（
Ｊ
Ｆ
浜
坂
）

監　
事
：
植
田
美
智
代
（
Ｊ
Ｆ
但
馬 

香
住
）

　
　
　
　
宮
本
あ
や
子
（
Ｊ
Ｆ
但
馬 

柴
山
）

　
総
会
終
了
後
の
研
修
会
で
は
、
香
美
町
役
場
健
康

課 

管
理
栄
養
士 

竹
中 

涼
子
氏
を
講
師
に
迎
え
「
食

事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス・献
立
の
立
て
方
」を
テ
ー
マ
に
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る
こ
と
の
大
切
さ

と
献
立
を
立
て
る
際
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
①
味
に

変
化
を
つ
け
る　
②
彩
り
に
気
を
付
け
る　
③
調
理

方
法
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
油
を
控
え

る
工
夫　
④
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に
気
を
つ
け
る
）
に

つ
い
て
分
か
り
易
く
講
義
し
て
頂
き
ま
し
た
。
消
費

者
に
魚
の
栄
養
特
性
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
た
、
料
理
方
法

に
工
夫
を
凝
ら
し
、
お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ
を
知
る
う

え
で
有
意
義
な
研
修
内
容
で
し
た
。

　
播
磨
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会

は
、
６
月
17
日
（
水
）、
兵
庫
県
立

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
、
10
会
員

の
う
ち
、10
会
員
（
う
ち
２
委
任
状
）

52
名
と
（
一
社
）
播
磨
漁
友
会 

井

上 

仁
会
長
は
じ
め
来
賓
12
名
の
出

席
の
も
と
平
成
27
年
度
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
本
多 

春
代
会
長
（
Ｊ

Ｆ
室
津
）
の
挨
拶
、
井
上
漁
友
会
会

長
は
じ
め
来
賓
紹
介
に
続
い
て
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
事

業
報
告
、
収
支
決
算
、
同
27
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
く
役
員
改
選
で
は
、
７
期

14
年
務
め
ら
れ
た
本
多
会
長
が
退
任

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
こ
れ
か
ら

は
女
性
部
を
見
守
る
一
員
と
し
て
新

会
長
に
引
き
継
ぎ
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
互
選
に
よ
り
就
任
し
た
井

上
千
鶴
会
長
（
Ｊ
Ｆ
岩
見
）
は
「
新

役
員
と
と
も
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
会
長
以
外
の
新
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

副
会
長
：
髙
橋
美
佐
子（
Ｊ
Ｆ
東
二
見
）

　
　
　
　
池
田
砂
織
（
Ｊ
Ｆ
坊
勢
）

理　
事
：
戎
井
か
を
る（
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）

　
　
　
　
山
本
百
合
子（
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）

　
　
　
　
草
部
俊
美（
Ｊ
Ｆ
播
磨
町
）

　
　
　
　
高
木
友
子
（
Ｊ
Ｆ
室
津
）

監　
事
：
隅
谷
有
子
（
Ｊ
Ｆ
林
崎
）

　
　
　
　
福
田
い
つ
子（
Ｊ
Ｆ
伊
保
）

 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　
総
会
終
了
後
、
笑
福
亭
瓶
太
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
人
が
い
る
か
ら
笑

い
が
あ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
々
慌

た
だ
し
く
過
ご
す
毎
日
を
、
少
し
で

も
笑
い
に
変
え
る
こ
と
で
楽
し
く
明

る
く
過
ご
せ
る
と
い
う
内
容
を
講
演

い
た
だ
き
、
会
場
は
テ
ー
マ
ど
お
り

笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

但
馬
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会

平
成
27
年
度 

但
馬
地
区
漁
協

 

女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
・
研
修
会

播磨地区漁協女性部連合会

笑福亭瓶太氏の講演 退任に伴い花束を受け取る本多会長

平成27年度 播磨地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
７
月
１
日
（
水
）
豊
岡
市
城
崎
町
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
兵
庫
県
機
船
底
曳
網
漁

業
協
会
（
49
会
員
）
の
平
成
27
年
度
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
・
行
政
・
系
統

団
体
等
か
ら
約
50
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。
総
会
で
は
、平
成
26
年
度
事
業
報
告・

平
成
27
年
度
事
業
計
画
な
ど
計
５
議
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
吉
岡
修
一
氏
（
再

任
：
共
進
丸
）、
副
会
長
に
川
越
一
男
氏

（
再
任
：
幸
榮
丸
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

吉
岡
会
長
は
就
任
挨
拶
の
中
で
、「
カ
ニ

の
資
源
を
守
る
為
に
は
韓
国
と
の
問
題
の

解
決
な
く
し
て
我
々
の
事
業
の
進
展
は
な

い
。
い
ろ
ん
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が

会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら

邁
進
し
て
行
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
但
馬
水
産
事
務
所
高
木
所
長

か
ら
「
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
混
獲
回
避
漁
具
導
入

支
援
事
業
」
の
説
明
、
全
国
底
曳
網
漁
業

連
合
会
富
岡
会
長
か
ら
は
「
当
面
す
る
課

題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」の
話
が
あ
り
、

皆
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
９
月
か
ら
の
操
業
安
全
と
豊
漁
を

祈
念
す
る
ば
か
り
で
す
。

兵
庫
県
機
船
底
曳
網
漁
業
協
会

　
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
額
の

承
認
な
ど
４
議
案
を
審
議
す
る
一
般
社
団
法
人

播
磨
漁
友
会
（
井
上
仁
会
長
、
16
会
員
）
の
総

会
が
６
月
30
日
午
後
、
姫
路
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
漁
協
の
組
合
長
と
県

及
び
系
統
団
体
の
代
表
ら
30
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
開
会
に
先
立
ち
井
上
会
長
は
「
播
磨
の
海
は

種
々
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
が
新
し
い
も
の

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
い
人
が
な
か
な
か
い
な

い
。
今
年
は
ノ
リ
、
カ
キ
は
何
と
か
よ
か
っ
た

が
底
曳
き
が
依
然
低
調
な
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら

の
漁
業
や
る
人
に
ど
う
繋
い
で
ゆ
く
か
心
配
も

あ
る
。
数
少
な
い
会
員
だ
が
、
し
っ
か
り
手
を

繋
い
で
漁
業
振
興
を
図
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
。
次
い
で
、
県
水
産
課 
小
林 
孝
司
課

長
が
「
漁
場
造
成
、
落
ち
牡
蠣
対
策
、
ア
サ
リ

等
種
苗
生
産
、
瀬
戸
内
法
改
正
に
向
け
て
イ
カ

ナ
ゴ
と
栄
養
塩
の
関
係
検
討
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
さ
ら
に
浜
プ
ラ
ン
の
具
現
化

を
図
り
、
地
域
創
生
の
一
助
に
資
し
た
い
」
と

挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆

義
会
長
が
、
こ
の
た
び
の
井
上
会
長
の
叙
勲
は

我
が
業
界
に
よ
い
刺
激
を
も
た
ら
す
も
の
で
感

謝
し
て
い
る
と
祝
意
を
述
べ
た
あ
と
「
漁
友
会

と
と
も
に
、
我
々
も
漁
業
者
の
た
め
に
何
が
出

来
る
か
を
考
え
、
若
い
人
が
漁
業
を
や
り
た
い

と
い
う
よ
う
な
社
会
を
創
り
た
い
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
総
会
は
井

上
会
長
が
議
長
を
務
め
、
上
程
さ
れ
た
４
議
案

は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。ま
た
、

席
上
、
Ｊ
Ｆ
東
二
見 

大
西 

賀
雄
組
合
長
が
新

組
合
長
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
新
た
に
仲
間
入
り

さ
れ
ま
し
た
。

（一財）兵庫県水産振興基金

次の世代にどう繋いでゆくか
 播磨漁友会総会終わる

平
成
27
年
度 

　

兵
庫
県
機
船
底
曳
網
漁
業
協
会
通
常
総
会
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６
月
23
日
（
火
）、
播
磨
地
区
漁
協
職
員
協
議
会
（
会
員

１
４
０
名
）
の
平
成
27
年
度
通
常
総
会
が
、
播
磨
漁
友
会
館
に
お

い
て
代
議
員
26
名
全
員
（
委
任
状
９
名
含
む
）
が
出
席
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
藤
田 

次
男
会
長
（
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）

か
ら
「
漁
師
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
職
員
も
削
減
さ
れ
て
い
る

が
、
一
層
連
携
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
協
議
会
の
活
動
も
工

夫
し
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
、
県
姫

路
農
林
水
産
振
興
事
務
所 

中
岸 

明
彦
所
長
補
佐
か
ら
「
新
船
建

造
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、浜
に
行
く
機
会
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。

不
祥
事
も
あ
っ
た
が
、
組
合
と
の
関
係
維
持
の
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
る
」。（
一
社
）
播
磨
漁
友
会 

井
上 

仁
会
長
か
ら
「
朝
早
く
、

夜
遅
い
と
い
う
厳
し
い
労
働
条
件
で
、
優
秀
な
職
員
の
確
保
が
難

し
い
が
、
将
来
に
希
望
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
努
力
し
て
い
る
と

評
価
さ
れ
る
組
合
を
目
指
し
て
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」。
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
突
々
参
事
か
ら
「
業
界
と
し
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
妥

結
す
れ
ば
、
水
産
庁
、
全
漁
連
と
も
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と

予
測
し
て
い
る
。新
規
就
労
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、

組
合
と
系
統
が
力
を
あ
わ
せ
て
困
難
を
乗
り
切
り
た
い
」
な
ど
の

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
は
藤
田
会
長
が
議
長
と
な
り
、
１
．
平
成
26
年
度
事
業
報

告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
な
ら
び
に
剰
余
金
処
分
計
算
書
、

２
．
平
成
27
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
、
３
．
平
成
27

年
度
会
費
賦
課
額
な
ら
び
に
徴
収
方
法 

の
３
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
恒
例
の

親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
と
あ
わ
せ
、
同
じ

日
に
改
修
が
終
わ
っ

た
姫
路
城
を
見
な
が

ら
ビ
ヤ
ー
ガ
ー
デ
ン

で
の
懇
親
会
を
行
う

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
播
磨
地
区
の

漁
協
職
員
が
結
束
し
、

円
滑
な
漁
協
事
業
を

通
じ
て
浜
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平成27年度 通常総会が開催されました 播磨地区漁協職員協議会

　
淡
路
漁
協
職
員
協
議
会
（
会
員
１
０
６
名
）

は
、平
成
27
年
度
通
常
総
会
を
６
月
６
日（
土
）、

洲
本
市
内
で
開
き
、
会
員
と
来
賓
約
50
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、田
村 

富
弘
会
長
（
Ｊ

Ｆ
沼
島
）
の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、（
一
社
）

淡
路
水
交
会 

東
根 

壽
会
長
と
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々 

淳
参
事
か
ら
来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
根
会
長
は
、「
漁
業
情
勢
が
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
職
員
に
は
複
数
の
業
務
に
従
事
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
新
し
い
国
の
助
成
事
業
に

よ
っ
て
一
層
多
忙
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
漁
家
の

経
営
安
定
が
実
現
す
る
。
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
職
員
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
突
々
参
事
は
、「
今
期
ノ
リ
は
好
調
だ
っ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
用
の
商
談
も
来
て
お
り
、
商
品
開
発

に
取
り
組
み
た
い
。
瀬
戸
内
法
の
改
正
法
は
安

保
法
制
の
影
響
を
受
け
、
予
断
を
許
さ
な
い

が
、
早
期
の
成
立
を
期
待
し
て
い
る
。
県
下
で

不
祥
事
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
県
と
と
も

に
各
組
合
に
対
す
る
一
斉
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
適
切
な
事
務
処
理
に
努
力
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
４
人
に
対
す
る
職
員
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ

た
後
、
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
と
貸
借
対
照

表
、
収
支
計
算
書
な
ど
の
決
算
、
平
成
27
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
等
が
審
議
さ
れ
、
３
つ
の

議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

淡
路
漁
協
職
員
協
議
会

淡
路
漁
協

　

職
員
協
議
会

　
　
　

通
常
総
会

県立水産技術センター見学会・研究発表会のご案内
　兵庫県立水産技術センター（明石市二見町南二見22－２）では、８月11日（火）に下記のとおり�
見学会及び研究発表会を開催します。多数のご来場をお待ちしています。

　　［見学会］９：30～12：00
　　　　�水産のお話と施設見学ミニコース（10：30～　１回限り。１時間）、顕微鏡による

観察、魚拓づくり、煮干しの解体を実施します。
　　［研究発表会］14：00～16：15
　　　　�オニオコゼの資源特性と資源管理、渓流魚発眼卵放流について、漁協青壮年部の

取組み、漁協女性部の取組み、アサリの養殖について、最新の調査研究成果等が
報告されます。

　プログラムなど詳細はhttp://www.hyogo-suigi.jpのイベント情報、または当センター普及担当
（０７８－９４１－８６０２）までお問い合わせください。
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
こ
れ
か
ら
の
漁
業
を
担
っ
て
い
け
る
人
材
育
成
、

つ
ま
り
「
浜
の
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
を
目
的
に
、
平

成
17
年
10
月
に
開
設
さ
れ
た
大
輪
田
塾
（
塾
長
：
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
）
は
、
今
秋
に
は
設

立
10
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
た
式
典
が
７

月
４
日
（
土
）、
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
塾
の
修
了
生
・
在
塾
生
の
ほ
か
、
県
・
系

統
団
体
の
関
係
者
ら
約
60
名
が
集
ま
り
、
10
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
挨
拶
で
、
山
田
塾
長
は
「
修
了
生
は
各
漁

協
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、今
後
、

兵
庫
の
漁
業
を
背
負
っ
て
い
く
人
た
ち
で
あ
る
。
し

か
し
、
兵
庫
の
“
真
の
リ
ー
ダ
ー
”
と
な
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
我
々
が
経
験
し
て
き
た
の
と
同
様
に
、

修
了
生
に
活
躍
の
場
や
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
る
漁

業
界
を
担
っ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
て
い
く
た
め
に
今
後

も
、
県
、
系
統
団
体
の
皆
様
の

ご
指
導
な
ら
び
に
ご
支
援
を
賜

り
た
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

兵
庫
県
農
林
水
産
局

水
産
課 

小
林
孝
司

課
長
は
「
今
後
も
漁

業
者
が
安
心
し
て
操

業
し
て
い
く
た
め
に

は
、
将
来
を
見
据
え

た
リ
ー
ダ
ー
が
必
要

で
あ
る
。
県
と
し
て

は
こ
れ
か
ら
も
出
来

る
だ
け
の
支
援
を
し

て
い
く
」
と
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
記
念
式
典
前
に
行
わ
れ
た

大
輪
田
塾
修
了
生
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
会
設
立
案

が
決
議
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
代
表
幹
事
に

選
任
さ
れ
た
第
1
期
生 

戎
本
裕
明
氏（
Ｊ

Ｆ
明
石
浦
代
表
理
事
組
合
長
）
か
ら
、
Ｏ

Ｂ
会
設
立
の
宣
言
と
報
告
が
あ
り
、「
修

了
し
た
同
期
と
の
“
横
の
繋
が
り
”
に
加

え
、
修
了
生
間
の
“
縦
の
繋
が
り
”
を
こ

の
会
で
さ
ら
に
深
め
、
地
域
漁
業
の
発
展

に
寄
与
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
、
当
塾
講
師
団
顧
問　
田

和
正
孝
氏
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）
か
ら

「
大
輪
田
塾
の
10
年
～
繋
が
り
の
構
築
～
」

と
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
、
設
立
当
時
か

ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、
塾
を
介
し
て
拡

が
っ
て
い
く
活
動
な
ど
に
つ
い
て
振
り
返
り
つ
つ
、

こ
れ
ま
で
の
大
輪
田
塾
を
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
修
了
生
ら
が
久
し

ぶ
り
に
会
う
同
期
や
お
世
話
に
な
っ
た
県
職
員
ら
と

の
話
が
弾
み
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

（一財）兵庫県水産振興基金

懇親会で修了生から近況報告がありました

「真のリーダーにチャンスを」と山田塾長

参加者全員による記念撮影

大輪田塾10周年記念式典を開催



9 拓水705号（2015年７月）

　
香
川
県
高
松
市
に
あ
る
国
立
研
究
開
発
法

人
水
産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー 

瀬
戸
内
海
区

水
産
研
究
所
屋
島
庁
舎
で
は
サ
ワ
ラ
資
源
の

維
持
増
大
に
向
け
て
、
3
年
前
か
ら
瀬
戸
内

海
海
域
栽
培
漁
業
推
進
協
議
会
と
共
同
で
種

苗
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
兵

庫
、
大
阪
な
ど
の
各
府
県
か
ら
協
力
の
た
め

職
員
が
派
遣
さ
れ
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
、大
食
漢
の
サ
ワ
ラ
の
た
め
に
職
員・パ
ー

ト
の
方
々
が
交
代
で
餌
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
（
月
）
に
は
Ｊ
Ｆ
五
色
町
か
ら

福
島 

富
秋
組
合
長
、
Ｊ
Ｆ
明
石
浦 

戎
谷 

和

道
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
両
Ｊ
Ｆ
の
漁
業
者

や
漁
協
職
員
ら
８
名
が
同
庁
舎
を
訪
れ
、
種

苗
生
産
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
サ
ワ
ラ
に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め

る
た
め
、
同
庁
舎
増
養
殖
部 

閉
鎖
循
環
シ

ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ 

山
本 

義
久
グ
ル
ー
プ
長

か
ら
、
種
類
や
日
本
近
海
の
分
布
状
況
、
日
本
海
で
の
資
源
状
況
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
産

卵
時
期
と
サ
ワ
ラ
の
産
卵
時
期
の
関
係
や
、
サ
ワ
ラ
が
産
卵
時
に
元

の
海
域
に
戻
っ
て
く
る
の

で
は
と
い
っ
た
興
味
深
い

話
が
あ
り
、
参
加
者
は
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
種
苗
生
産

現
場
へ
出
向
き
、
実
際
に

餌
を
与
え
る
作
業
を
見
学

し
ま
し
た
。
解
凍
し
た
イ

カ
ナ
ゴ
を
小
さ
く
潰
し
て

水
槽
へ
入
れ
る
と
、
サ
ワ

ラ
の
稚
魚
が
元
気
よ
く
食

べ
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ト

ラ
フ
グ
の
実
験
水
槽
な
ど

も
見
学
で
き
、
充
実
し
た

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

（一財）兵庫県水産振興基金

サワラ稚魚の育成現場を視察

視
察
研
修
会
を
開
催

　

～
大
輪
田
塾
傍
聴
と
古
野
電
気
三
木
工
場
へ
～

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

　
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
は
６
月
23

日
（
火
）
24
日
（
水
）
の
両
日
、
視
察
研
修

会
を
開
催
し
、
同
部
員
を
は
じ
め
系
統
団
体

職
員
な
ど
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
昨
年
同
様
、
県
内
で
行
い
ま
し

た
。
23
日
は
水
産
会
館
で
開
講
さ
れ
た
大
輪

田
塾
10
周
年
記
念
講
座
を
傍
聴
し
、
24
日
は

三
木
市
に
あ
る
古
野
電
気
㈱
三
木
工
場
を
訪

れ
、
舶
用
レ
ー
ダ
ー
や
魚
群
探
知
機
の
製
造

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
23
日
の
大
輪
田
塾
は
「
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く

環
境
と
農
協
改
革
」（
講
師
：
Ｊ
Ａ
兵
庫
中

央
会 

浜
田 

充
専
務
）、「
実
践
版 

効
果
の
上

が
る
魚
食
普
及
」（
講
師
：
㈱
ウ
エ
カ
ツ
水

産 

上
田 

勝
彦
代
表
）
の
２
講
義
を
聴
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
大
輪
田
塾
の

雰
囲
気
を
直
に
感
じ
な
が
ら
、
協
同
組
合
の

仲
間
で
あ
る
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
魚
食
普
及
で
は
今
後
の
活
動

の
新
た
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。（
11
頁
「
大
輪
田
塾
だ
よ
り
」
に
も
同

じ
講
義
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
翌
24
日
の
古
野
電
気
㈱
三
木
工
場
で
は
、

４
班
に
分
か
れ
、
複
数
の
作
業
棟
を
見
て
廻

り
ま
し
た
。
普
段
の
操
業
で
利
用
し
て
い
る

も
の
か
ら
大
型
船
舶
用
の
も
の
ま
で
の
製
造

工
程
や
商
品
検
査
の
現
場
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る

事
故
防
止
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、
充
実

し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

上田講師による講義を傍聴しました

古野電気㈱三木工場で研修
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６
月
24
日
（
水
）、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
は
、
Ｊ
Ｆ

淡
路
島
岩
屋 

岸
本 

保
氏
を
講
師
に
迎

え
、
旬
の
魚
を
楽
し
む
教
室
「
生
シ
ラ

ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
岸
本
氏
よ
り
「
淡
路
島

の
生
シ
ラ
ス
」
と
他
県
の
生
シ
ラ
ス
と

の
違
い
や
、
漁
獲
さ
れ
た
生
シ
ラ
ス
の

中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
“
淡

路
島
の
生
シ
ラ
ス
”
と
さ
れ
、
す
べ
て

手
作
業
で
パ
ッ
ク
詰
め
、
冷
凍
さ
れ
た

後
、
飲
食
店
で
提
供
さ
れ
る
際
の
解
凍

方
法
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
提
供
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

鯛・ス
ズ
キ・タ
コ
の
刺
身
を
あ
し
ら
っ

た
生
シ
ラ
ス
丼
、
生
シ
ラ
ス
の
サ
ラ
ダ

と
い
う
素
材
の
味
を
味
わ
え
る
2
品
を

作
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
普
段
は
淡

路
島
で
し
か
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い

生
シ
ラ
ス
を
、
明
石
で
味
わ
う
と
い
う

貴
重
な
機
会
を
楽
し
み
つ
つ
、
そ
の
こ

だ
わ
り
が
美
味
し
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
体
感
し
、
改
め
て
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

　
「
淡
路
島
の
生
シ
ラ
ス
」
は
同
Ｊ
Ｆ

と
一
般
社
団
法
人 

北
淡
路
ブ
ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
が
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
の
プ
ラ
イ
ド

フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
参
加
者

か
ら
は
「
兵
庫
に
は
瀬
戸
内
海
も
日
本

海
も
沢
山
お
い
し
い
魚
が
獲
れ
る
の
だ

か
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
魚
を
プ
ラ

イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
し
な
い
と
い
け
な

い
」
と
い
う
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
は
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な

兵
庫
の
魚
の
お

い
し
さ
や
、
楽

し
さ
を
消
費
者

へ
Ｐ
Ｒ
し
魚
食

文
化
が
継
承
さ

れ
兵
庫
の
魚
の

消
費
を
拡
大
し

て
い
く
取
り
組

み
を
企
画
し
て

行
き
ま
す
。

「西播磨フードセレクション 2015」開催！参加食品募集中!!
　兵庫県西播磨県民局では、西播磨地域の個性ある加工食品を応援するためのコンテスト「西播磨フード
セレクション 2015」を開催し、参加食品を募集しています。
　応募期間は平成27年7月31日（金）まで。
　応募の条件・方法など詳しくは、下記のホームページをご覧ください。

【お問合せ先】
　　西播磨フードセレクション実行委員会事務局
　　（西播磨県民局農政振興第1課）

　　TEL：０７９１－５８－２１９４　担当：小河・広瀬

シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に

 

淡
路
の
生
シ
ラ
ス
が
登
場
！

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

広
報
部

淡路島の生シラスについて説明する岸本氏

明石でも味わうことが出来ました！

　

今
年
で
40
回
目
と
な
る 

兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同

供
養
祭
（
主
催
：
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
）
が
、
６
月
11
日

（
木
）
和
歌
山
県
の
高
野

山
大
学
松
下
講
堂
並
び
に

慰
霊
塔
前
に
お
い
て
厳
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
県
内
漁
業
関

係
者
ら
２
１
７
名
が
参
列

し
、
開
会
に
あ
た
り
遺

族
代
表
の
本
多
伸
弘
さ
ん

（
Ｊ
Ｆ
室
津
）
と
上
田
靖
子
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
）
の
手
で
、

平
成
26
年
度
中
に
物
故
さ
れ
た
１
４
０
柱
の
芳
名
簿
が
祭
壇
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
は
「
本
県
が
全
国
有
数
の
水
産

県
と
し
て
今
日
あ
る
の
は
、
こ
こ
に
合
祀
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

ご
尊
霊
の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
在
り
し
日
の
輝
か
し
き
業

績
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
残
る
我
々
は
力
を
合
わ
せ

て
豊
か
な
漁
場
を
取
り
戻
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」
と
さ
れ
、
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
兵
庫
県
知
事

（
県
農
林
水
産
局
水
産
課 

小
林
孝
司 

課
長 

代
読
）、
Ｊ
Ｆ
全
漁

連 

岸 

宏
会
長
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
読
経
の
流
れ
る
な
か
、
主
催
者
、
ご
遺
族
、
来
賓
、
一

般
参
列
者
の
順
に
焼
香
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
女
性
連 

井
上

二
三
枝
副
会
長
か
ら
全
参
列
者
に
御
礼
が
述
べ
ら
れ
、
供
養
祭

は
厳
粛
の
う
ち
に
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
合
祀
さ
れ
た
ご
尊
霊
は
今
回
の
１
４
０
柱
を
含

め
て
１
２
、１
０
１
柱
と
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

第
40
回 

兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
開
催

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
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６
月
の
大
輪
田
塾
は
、
水
産
会
館
に
て
９
日
（
火
）、
23

日
（
火
）
の
２
回
開
講
し
ま
し
た
。

　
９
日
（
火
）
は
「
水
協
法
概
要
」
で
県
水
産
課
漁
政
班 

望
月 

松
寿
班
長
と
都
倉 

由
樹
主
査
を
講
師
に
迎
え
ま
し

た
。
望
月
班
長
は
、
協
同
組
合
に
つ
い
て
歴
史
や
特
徴
、

現
在
抱
え
る
問
題
な
ど
を
中
心
に
、
都
倉
主
査
か
ら
は
同

法
の
条
文
に
つ
い
て
詳
し
く
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
望
月

班
長
は
「
漁
協
と
し
て
役
員
・
組
合
員
・
職
員
が
も
う
一

度
協
同
組
合
の
利
点
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ガ
ッ
チ
リ
と

ス
ク
ラ
ム
を
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
話
さ
れ
、
塾
生
は
真

剣
な
眼
差
し
で

聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
23
日
は
大
輪

田
塾
10
周
年
記

念
事
業
の
一
環

で
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
第
1

は
、「
Ｊ
Ａ
を
取

り
巻
く
環
境
と

農
協
改
革 

」
と

題
し
て
Ｊ
Ａ
兵

庫
中
央
会 

浜
田 

充
専
務
か
ら
、
第
2
は
、「
実
践
版 

効
果
の
上
が
る
魚
食

普
及
」
と
し
て
㈱
ウ
エ
カ
ツ
水
産 

上
田 

勝
彦
代
表
か
ら
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
在
塾
生
と
と
も
に
多
く
の
修

了
生
が
受
講
し
た
ほ
か
、
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部

連
合
会
の
皆
さ
ん
も
研
修
会
と
し
て
参
加
し
た
た
め
、
会

場
に
は
70
名
を
こ
え
る
受
講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
浜
田

専
務
は
、
全
国
や
兵
庫
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
の
状
況
や
、
大
き

く
報
道
さ
れ
た
農
協
法
改
革
の
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
も

講
義
を
さ
れ
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農
協
改
革
な
ど
外
部
の
変
化
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
組
合
員
や
農
協
の
将
来
を
見
据
え
て
対
応

す
る
こ
と
が
大
事
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
田
代
表
は
、
こ
れ
ま
で
の
魚
食
普
及
活
動
が
消
費
者

に
は
届
か
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
原
因
を
分
析
し
、
レ

シ
ピ
よ
り
も
ど
う
す
れ
ば
美
味
し
く
で
き
る
か
と
い
う
魚

料
理
の
仕
組
み
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
力
説
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
浜
か
ら
目
線
は
止
め
よ
う
」
と
漁
業
者
側

の
料
理
法
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
や
、
誰
に
ど
う
な
っ
て

ほ
し
い
の
か
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
ち
、
そ
の
効
果
を

確
か
め
る
こ
と
が
必
要
」
と
魚
食
普
及
活
動
へ
の
ヒ
ン
ト

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
講
義
も
塾
生
か
ら
質
問
が

あ
り
、
講
師
と
の
や
り
取
り
の
様
子
な
ど
、
大
輪
田
塾
を

肌
で
感
じ
て
も
ら
え
た
漁
青
連
の
皆
さ
ん
か
ら
、
将
来
の

入
塾
生
と
な
る
人
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

必
修
単
位「
水
協
法
」と
10
周
年
記
念
講
座
を
開
講

ＪＡ関係者として初めて登壇された浜田専務

上田代表の講義風景

【
今
後
の
大
輪
田
塾
の
予
定
】

７
月
28
日（
火
）～
29
日（
水
）

　
「
平
成
27
年
度
大
輪
田
塾
宿
泊
研
修
」（
滋
賀
県
）

８
月
25
日（
火
）

　
平
成
27
年
度
大
輪
田
塾
修
了
論
文
発
表
会

 

（
水
産
会
館
）

「水協法概要」の講義風景
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ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

～安全をサポート～
浮力合羽はお持ちですか？

暑い夏がやってきました。
暑くてもライフジャケットは着用してください。
従来のものより
涼しい製品も出
ています。

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ 国土交通省の型式承認試験基準に合格したものではありませ

んので、一人乗りの漁船の場合、ライフジャケットを着用して
ください。

海難事故をなくそう！

ハイブリッド式
ライフジャケット

（固型・膨張式併用）
モデル：
　兵庫県水産課
　漁業管理担当
　峰 浩司主査

浮きますよ!!
モデル：
　ＪＦ兵庫信漁連
　業務課
　仲畑 恵さん

海
難
０ゼロ ゼ
へ
の
願
い

海
の
事
故
ゼ
ロ

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全国海難防止強調運動
（７／16～31）はじまる！
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　生活協同組合連合会コープ自然派事業連合では、

兵庫県豊岡市の産直米「コウノトリ育むお米」の米

粉をパンに使用することで、農水省の第六次産業

の助成対象として認められ、2014年２月「パン工房」

建設に着工。同年６月に完成し、生産をしています。

　コンセプトは、国産原料（一部国外のオーガニッ

ク原料）を使用。添加物を用いず、すべてのパン

に米粉を使用して、手作りにこだわったパンを製造

しています。また、リーズナブルな価格で、焼成の

翌日に組合員にお届けしています。

　昨年度の供給実績は82,691千円（税抜）

　　　　　　　　　　 368,000食

　今後も組合員の要望に応えて新規商品の開発に

力を注いでいきます。

商品ラインナップ

・食事パン　山食パンなど、約十品目

・ハード系　ライ麦パンなど、二品目

・菓子パン系　シュトーレンなど、約五品目

・その他　新じゃがバターベーコンなど、二品目

　とくに、もっちりした食感の山食パンが好評で、

供給の五割を占めています。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

� ＪＡハリマ

　ＪＡハリマは、宍粟市産の丹波黒大豆を使用し

たペットボトルの「丹波黒豆茶」を商品化し、販

売を開始しました。粒のまま高温焙煎することで、

うま味とこくを引き出した香ばしい黒豆茶に仕上

がりました。同ＪＡの新たな特産品として、地産

地消につなげたいと考えています。

　原料となる丹波黒大豆は、栽培に欠かせない昼

夜の気温差と、清流が流れる肥沃な土地を生かし

て栽培された地元産のものを100％使用。丹波黒

大豆の煮豆「まめ自慢」に続く商品として期待さ

れています。

　ＪＡ担当者

は、「奥播磨で

育んだ素朴な

風味を味わっ

てほしい」と

話しています。

　定価は１本

（350ml）145

円（税込み）。

ＪＡハリマ農産

物直売所、管

内の各Ａコー

プ店で販売さ

れています。

手軽に「旨み」と　　　
　　　「こく」を味わう
～丹波黒豆茶発売～

米粉を使った
美味しいパン工房

発売されたペットボトルの丹波黒豆茶
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◆
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
を
、
タ
ネ
に
沿
っ
て
３
枚
に
お
ろ
す
と
果
汁
が

滴
り
香
り
が
漂
う
。
何
と
も
い
え
ぬ
甘
い
香
り
を
し
て
い
る
。
此
の

果
実
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
も
完
熟

と
共
に
増
え
る
と
い
う
。
追
熟
型
の
果
実
だ
か
ら
リ
ン
ゴ
等
の
エ

チ
レ
ン
ガ
ス
を
使
い
、
や
や
軟
ら
か
く
な
っ
た
頃
が
美
味
し
い
が
、

冷
蔵
庫
に
入
れ
る
の
は
禁
物
で
あ
る
。
ウ
ル
シ
科
の
植
物
だ
か
ら
、

過
敏
な
人
は
か
ぶ
れ
を
起
こ
す
し
、
食
べ
る
と
食
道
あ
た
り
に
イ

ガ
イ
ガ
し
た
感
じ
が
残
る
。
唇
に
果
肉
が
触
れ
る
と
発
疹
が
出
来

た
り
も
す
る
。
熱
帯
果
樹
の
王
様
は
些
か
傲
慢
な
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
で
、
食
べ
過
ぎ
る
の
も
要
注
意
だ
。

◆
今
一
つ
の
王
が
ド
リ
ア
ン
で
、
そ
の
匂
い
に
は
魔
物
的
な
も
の

が
あ
っ
て
、
空
港
や
機
内
へ
持
ち
込
み
禁
止
に
さ
れ
る
程
の
規
制

を
受
け
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
食
べ
た
が
、
甘
く
南
国
の
味
が
感
じ

ら
れ
た
が
、
匂
い
に
は
好
き
嫌
い
は
あ
ろ
う
。
元
気
が
出
そ
う
に
も

思
え
る
も
の
だ
っ
た
。
ウ
リ
科
の
キ
ワ
ー
ノ
と
い
う
果
実
苗
を
菜

園
に
植
え
て
み
た
ら
、
秋
に
マ
ク
ワ
ウ
リ
大
の
果
実
が
二
十
数
個

も
出
来
た
。
黄
色
く
熟
し
た
の
を
半
分
に
割
り
、
ス
プ
ー
ン
で
掬
っ

て
食
べ
た
が
、
甘
く
も
酸
っ
ぱ
く
も
無
く
て
淡
泊
す
ぎ
る
味
だ
っ

た
。
奇
異
な
の
は
ド
リ
ア
ン
の
如
く
ト
ゲ
ト
ゲ
し
く
、
素
手
で
触
る

時
は
痛
く
て
困
っ
た
。
温
帯
の
植
物
に
馴
れ
た
眼
に
は
、
熱
帯
植
物

は
ど
れ
も
不
思
議
さ
に
満
ち
て
魅
力
満
点
な
よ
う
に
思
う
。

◆
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
観
葉
植
物
コ
ー
ナ
ー
で
小
さ
な
コ
ー
ヒ
ー

の
木
を
購
っ
た
。
豆
か
ら
芽
生
え
た
ば
か
り
が
可
愛
く
、
窓
際
に
置

い
て
可
憐
さ
を
楽
し
む
つ
も
り
が
、
意
外
に
生
長
が
早
く
、
直
ぐ
一

対
の
本
葉
が
出
て
、
今
は
七
対
の
無
作
法
な
ほ
ど
大
き
い
葉
を
つ

け
て
い
る
。
小
さ
な
ま
ま
で
と
願
う
の
は
、
人
間
の
身
勝

手
か
ら
だ
が
、
可
憐
さ
が
勇
壮
さ
に
変
わ
り
、
窓
辺
を

青
々
と
彩
っ
て
く
れ
て
は
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
の
赤
い
実

は
甘
く
美
味
し
く
、
栽
培
地
で
は
幾
ら
で
も
食
べ
さ
せ

て
貰
え
る
ら
し
い
。
但
し
食
べ
た
後
の
タ
ネ
（
豆
）は
必

ず
返
す
。
こ
の
豆
を
焙
煎
す
れ
ば
、
香
り
の
良
い
飲
み
物

に
な
る
。
ず
っ
と
以
前
、
中
之
島
に
あ
っ
た
水
産
会
館
管

理
室
で
コ
ー
ヒ
ー
の
鉢
植
え
に
花
が
咲
い
て
い
た
の
を

思
い
出
し
て
い
る
。

◆
ピ
タ
ヤ
は
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
と
も
呼
ば
れ
、
果
肉

は
紫
や
赤
や
白
と
種
々
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
東
南
部
で
栽

培
の
ピ
タ
ヤ
は
白
色
系
で
、
沖
縄
へ
も
導
入
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
白
い
ゼ
リ
ー
に
黒
胡
麻
を
振
っ
た
よ
う
な

姿
で
、
便
秘
解
消
の
特
効
薬
に
な
る
そ
う
だ
。
サ
ボ
テ
ン

科
に
属
し
夜
間
に
花
開
き
、
翌
日
に
太
陽
が
出
る
頃
に

萎
れ
て
仕
舞
う
。
日
中
は
気
孔
を
閉
じ
水
分
の
減
少
を

防
ぎ
、
気
温
が
低
下
し
湿
度
が
高
く
な
る
夜
に
気
孔
を

開
け
二
酸
化
炭
素
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
。
こ
の
性
質

に
よ
り
、
ピ
タ
ヤ
は
乾
燥
に
耐
え
ら
れ
る
。
熱
帯
果
実
を

食
べ
た
後
は
、
タ
ネ
を
鉢
に
ま
く
。
今
、
マ
ン
ゴ
ー
と
ア

ボ
ガ
ド
が
芽
生
え
て
い
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

熱帯果樹の魅力

ナ
ガ
ミ
ノ
ヒ
ナ
ゲ
シ

大輪田塾 第 11期生 募集しています。
　平成17年に開講された「大輪田塾」。
　めまぐるしく変化する社会・経済情勢に対応し、将来にはＪＦ組織を支えていける人材育成を目的に始まり、すでに修
了生は地域のリーダーとして活躍されています。
　講義は、県・系統団体をはじめ多彩な講師陣による月1回の座学を中心に、外部研修や事務局が適当と認めた会議等も
聴講できるといった幅広い知識の習得が可能なカリキュラムを組んでいます。

　この「大輪田塾」では現在、10月に入塾される第11期生を募集しています。
　皆様のご応募をお待ちしております。

◎応募資格
　①�原則として、漁業歴�10年以上かつ45
歳未満

　②�原則として、ＪＦ関係役職員歴�10年以
上かつ45歳未満

のいずれかに該当する者で、所属する組織
代表者の推薦を受けた者

◎在籍年限
　原則２年（最長３年）

　募集は８月末に締切、その後、面談を行い運営委員会の選考を経て、10月に入塾式を行います。
　詳しくは大輪田塾事務局まで。
　（募集要領・願書などの書類は各ＪＦ・系統団体宛にお送りしています。）

問合せ先（事務局）　�（一財）兵庫県水産振興基金  大輪田塾事務局
〒673-0883　明石市中崎１丁目２－３　�TEL�０７８－９１９－１３３１

「実践版 効果の上がる魚食普及」
（ウエカツ水産 上田 勝彦氏）

「水産物の集約販売について～のり共販から学ぶ」
（ＪＦ兵庫漁連のり海藻事業本部）
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